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2025 春 情報処理安全確保支援士 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2025 年 3 月 25 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

■ 全体講評 

 今回の公開模試における午後試験の平均点は，45.2

点でした。問題別の平均点は，問 1 が 19.0 点，問 2 が

15.0 点，問 3 が 23.2 点，問 4 が 30.1 点という結果でし

た。2024 年秋の公開模試における午後試験の平均点は

38.9 点でしたから，点数的には向上しています。 

 また，今回の公開模試から，本試験にならって，記述

式の設問における字数指定を行数指定に変更しました。

その結果，1 行内に 30 字を超える文字を記入する答案

が散見されるようになりましたが，1 行は 20 マスに対

応していることから，cookie などの英単語を含むことを

考慮しても，字数的には 1 行に 25 字程度を目安にする

のが妥当だと考えられます。こうしたことも考慮し，4

月の本試験を受験されるとよいでしょう。 

 午後試験において合格基準点をクリアするには，記述

式の問題に対する取組み方が重要になってきます。記述

式の問題の多くは，下線に関するものが出題されます。

すると，解答を作成する際，どうしても下線部だけに注

目しがちです。しかし，下線部だけに注目してしまうと，

その前後にある条件などを見落としてしまい，的を射た

解答をなかなか作成することができません。今回の模試

でも，こうした解答が少なからず見られました。設問で

何が問われているかを十分に確認し，下線部の記述だけ

でなく，その前後に記述されている内容なども含め，よ

く整理し解答を作成することが大切です。なお，記述式

の問題については，それぞれの設問で求める解答は基本

的に一つの内容を答えさせるように条件が付けられて

います。このため，主語と述語，あるいは目的語は何か

などを明確にした上で，採点者に理解されやすい解答を

作成するようにしましょう。 

 次に，問題ごとの選択状況を紹介します。問 1（Web

サイトのセキュリティ）と問 2（Web システムのサービ

ス連携）の選択者が 11.5％，問 1 と問 3（セキュリティ

インシデント）が 5.7％，問 1 と問 4（サイバー攻撃へ

の対策）が 5.1％，問 2 と問 3 が 21.7％，問 2 と問 4 が

22.3％，問 3 と問 4 が 33.7％という状況でした。問題

ごとでは，問 1 が 11.1％，問 2 が 27.7％，問 3が 30.6％，

問 4 が 30.6％でした。 

 4 月 20 日に実施予定の本試験において，4 問のうち 2

問を選択する方法としては，各自が得意とする分野の問

題をいち早く見つけ出し，それに集中して取り組むとよ

いでしょう。例えば，得意分野の問題で 40 点近くの点

数を獲得できれば，もう一つの問題で 20 点強を得点す

るだけで，午後試験はクリアすることができます。しか

し，こうしたことを達成するには，問題の記述内容を十

分に把握するだけの知識が要求されます。本試験実施日

までの期間で，より一層のレベルアップを図るようにし

ましょう。 

 午後試験の記述式問題の多くは，問題文の中に解答を

導くためのヒントが記述されています。一定の知識レベ

ルに達していれば，問題文に記述された内容を基にして

正解を導き出すことができます。しかし，下線に関する

設問の場合，その下線部だけに着目して答案を作成する

という傾向が見られます。すると，問題に設定されてい

る条件をほとんど考慮することなく，ご自身の知識や下

線に関する内容から思いつくことだけを解答してしま

います。前述したように，午後試験では，設問で問われ

ていることを十分に確認した上で，問題の条件を適宜，

チェックしながら合理的に導かれる解答を作成してい

くことが極めて重要です。技術知識面だけではなく，こ

うした訓練を積み重ねていくことも必要になります。 

 いずれにしても，試験当日は集中力，精神力，体力の

勝負になります。必ず合格するという強い意志をもって，

最後まで全力を出し切り（あきらめずに）問題に取り組

んで，ぜひ合格するようにしましょう。 

 

問１ Web サイトのセキュリティ 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例どおりに対し 2 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

（会員に cookie を窃取するスクリプトを含むリク

エストを罠サイトに送信させること，及びレスポン

ス中のスクリプトによって窃取した cookie の値を

用いて会員にサイト A にアクセスさせること）に対

し 8 点。指摘内容が今一歩のものは 4 点。その他は

0 点。 

（3）XSS 脆弱性，CSRF 脆弱性ともに，項番が正しく，

理由も適切に指摘されているものに対し各 4 点。そ

の他は，基本的に 0 点。 

［設問２］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）a は，解答例どおりに対し 2 点。 

（3）b～d は，解答例どおりに対し各 2 点。 

［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）e，f は，解答例と同様の意味をもつものに対し各

3 点。 

合格への本当のノウハウ！ 
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（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 19.0 点と，4 問の中では，問 2 に次いで低

い点数にとどまりました。選択者数については，全体の

11.1％であり，Web のセキュリティ問題は敬遠される傾

向が見られます。 

 設問 1 では，(1)，(2)の正答率が低かったと思います。

例えば，(1)は，問題文に「診断では，リクエストボディ

に格納されたスクリプトが確認画面で実行された」とあ

るので，この表現に着目すれば，GET ではなく，POST

メソッドが使われていると判断できます。このように，

問題の記述内容に従って選択肢を絞れば，正解できるこ

とがより多くなると考えられます。(2)は，XSS 脆弱性

と CSRF 脆弱性の両方を悪用するという条件などを，

どのように反映させるかなどがうまく整理できず，悪用

する方法について，解答として分かりやすい説明ができ

ていないように見受けられました。一方，(3)は，比較的

正答率が高かったと思います。cookie 属性については，

出題頻度が高いので，どのような動作をするものかを，

よく把握するようにしましょう。 

 設問 2 の正答率は平均的だったと思われます。(1)は，

設問で問われていることは，B コンテンツを導入済みの

利用者が，他の利用者のオーダーした B コンテンツを，

ディレクトリトラバーサル脆弱性を悪用して，ダウンロ

ードする方法を具体的に指摘してほしかったと思いま

す。(2)は，比較的正答率が低く，(3)は，想定より正答

率は高かったのではないでしょうか。 

 設問 3 (1)は，攻撃者にとって有効な情報は，表 4（利

用者登録機能の応答メッセージ（抜粋））の中では，項

番 2 の「利用者 ID が登録済みです」であると判断でき

ます。つまり，登録されている利用者 ID が分かってい

れば，それだけ攻撃が成功しやすくなります。こうした

点に着目して答案を作成するように改善してほしいと

思います。(2)は，診断ユーザーではない加工データが応

答されたという問題を解決するには，図 6（参照 API

の仕様と脆弱性を検出した手順）を基にして，API キー

と対応する利用者 ID と，参照 API のリクエストの送信

先 URL に含まれる利用者 ID が一致するかどうかをチ

ェックすることが必要になります。(3)，(4)は，想定よ

りも正答率は低かったと思われます。できる限り問題の

記述内容に基づいて解答を導いていったり，HTTPS を

用いる利点は，通信の暗号化のほか，何があるかといっ

た観点から解答を考えていったりすることが必要であ

ると思われます。 

 

問２ Web システムのサービス連携 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a は，解答例どおりに対し 2 点。 

（2）b～d は，解答例どおりに対し 3 点（完答）。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）e～h は，解答例どおりに対し各 1 点。 

（5）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。指摘内容が今一歩のものは 3 点。その

他は 0 点。 

［設問２］ 

（1）i は，解答例どおりに対し 3 点。 

（2）j は，解答例と同様の趣旨が適切に指摘されている

ものに対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）k～m は，解答例どおりに対し各 1 点。 

［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 5 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 15.0 点であり，4 問の中では，最も低い点

数でした。一方，選択者数の比率は 27.7％でしたから，

ほぼ平均的な選択率になりました。 

 設問 1 (1)の正答率はやや低く，(2)の正答率は高かっ

たです。認証連携の基本的な流れなどについては，よく

理解されていると思います。(3)は，図 1（IDaaS と連携

する利用者認証の強化の概要）の内容を確認すれば，解

答を導くことができると想定していました。しかし，認

可サーバが発行する ID トークンに含まれる情報を，参

照するサーバが行う具体的な処理のイメージを思い浮

かべられなかったようで，適切な解答を作成できていな

かったように感じられました。(4)は，認証連携のシーケ

ンスにおいて，CSRF 攻撃の対策のために使用される

state パラメータの検証方法に関する字句選択の穴埋め

問題でしたが，正答率はそれほど高くなかったと思われ

ます。(5)は，nonce パラメータの役割を問うもので，問

題文中の「RP は，発行した nonce パラメータをセッシ

ョンと紐づけて管理し，……」という記述に基づいて，

解答を作成してほしかった問題です。nonce パラメータ

は，ID トークンを不正に入手した攻撃者が行うリプレ
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イ攻撃の対策のために使用されるものです。state パラ

メータの役割とともに，よく理解しておくとよいでしょ

う。 

 設問 2 は，正答率は少し低かったと思います。正答率

を高めるようにするには，幅広く Web 関連の技術や認

証連携の仕組みを理解していくことが求められます。特

に(2)の空欄 j に入れる字句については，図 5（OAuth 2.0

を用いるサーバ連携の構成要素と流れ）のサーバ C は，

サービス M のリソースサーバに対して，自動投稿処理

を実行可能にするには，どのようなことを許可している

かという観点から考えるとよいでしょう。(3)も，図 5

の「(3) 認可要求」と「(7) アクセストークン要求」を

対比させながら，表 2 の番号(7)で使用されている

Authorization ヘッダーの使用目的を考えることが必要

です。(4)は，PKCE（Proof Key for Code Exchange）

の仕組みを考える問題でしたが，空欄 l に入れる検証コ

ードと，空欄 m に入れるチャレンジコードを逆に答え

た答案が多く見られました。 

 設問 3 (1)，(2)の正答率は，やや低かったです。(1)は，

TLS クライアント認証を行う際に，開発 PC にインスト

ールされるクライアント証明書は，どの CA から発行さ

れ，その CA のルート証明書はどこに登録されているか

を，問題文の記述に基づいて答えるものでしたが，必ず

しもその状況を読み取ることができていなかったよう

に見受けられました。(2)は，インシデントが発生した場

合に，影響の拡大を防ぐためにサービス Q において行

うべき対処を問うものでしたが，問題の条件を素直に反

映して作成された答案は少なかったと思われます。 

 

問３ セキュリティインシデント 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a～c は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（2）サーバ名，ポートとも解答例どおりに対し 4 点（完

答）。その他は 0 点。 

［設問２］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）d～f は，解答例どおりに対し各 3 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）ｇは，解答例どおりに対し 3 点。 

（3）解答例どおりに対し 4 点。 

（4）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 23.2 点でした。午後の 4 問の中では，問 3

の次に高い点数になりました。選択者数の比率は 30.6％

で，問 4 と同じ比率になり，約半数以上の受験者が選択

していたことになります。 

 設問 1 (1)，(2)とも正答率は高かったです。 

 設問 2 (1)は，権威 DNS サーバに TXT レコードを登

録した場合，不正プログラムが DNS リクエストを送信

し，その応答を受け取ることによって，リソースデータ

の内容に従って，新たな攻撃などの実行を試みる手法に

関するものです。例えば，TXT レコードには任意のデ

ータを登録できますから，攻撃者は，適宜，登録内容を

変更することによって，様々な攻撃を試みることができ

ます。こうした知識を有していれば，容易に解答を作成

することができるのではないでしょうか。(2)の正答率は，

平均的でした。空欄 e，f に入れる IP アドレスのうち，

FW の DMZ 側インタフェースの IP アドレスを答えた

答案が，少なかったという印象を受けました。(3)は，cron

エントリーが，どのような動作をするかという知識がな

いと，なかなか正解を求めることは難しいと考えられる

ので，本試験に向けて，様々な知識を幅広く身に付けて

いくようにするとよいでしょう。 

 設問 3 の正答率は，少し高かったと思われます。(1)

は，不正なプログラムなどはプロキシ認証を突破できな

いので，インターネット接続ができない旨の答案があり

ましたが，この設問では，なぜプロキシ認証を突破でき

ないかという理由を述べた答案を正解にしています。(2)，

(3)の正答率は，平均的でした。(4)の正答率は，少し高

かったと思われますが，具体的に答えることが求められ

ているので，表 1（FW のフィルタリングルール）のど

の項番を変更するかという点を指摘することがポイン

トになります。 

 

問４ サイバー攻撃への対策 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a～c は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（2）d，e は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（3）解答例どおりに対し 4 点。 

［設問２］ 

（1）認証の 3 要素，VPN-GW で用いられる要素とも，

解答例どおりに対し各 3 点（完答）。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの
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に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問３］ 

（1）f，g は，解答例と同様の意味をもつ字句を指摘し

たものに対し各 3 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 30.1 点で，午後Ⅰの中では，最も高い点数

でした。選択者数の比率は 30.6％で，問 3 と同じ比率

になりましたが，平均点で評価すると，問 3 と問 4 を選

択した受験者は，必然的に午後試験における点数が高く

なります。このため，総合評価として判定される評価は，

かなり甘い判定になっているはずですから，この評価に

満足することなく，本試験に向けてさらにレベルアップ

する努力をしていくことが大切であると思われます。 

 設問 1 (1)，(2)とも，正答率は高かったです。(3)の無

害化処理を答える用語問題は，平均的だったといえます。 

 設問 2 の(1)は，基本的な用語問題でしたから，正答

率は高かったです。(2)の正答率も，プッシュ通知の問題

点を十分に把握されていたようで，高かったです。(3)

は，デジタル証明書によってクライアント認証を行う方

式を採用した場合，リモート接続用 PC（R-PC）に必要

とされる作業内容を答えるものでした。しかし，答案で

は，必ずしも作業内容を的確に指摘されているとは限ら

なかったことなどから，正答率は平均的だったといえま

す。 

 設問 3 (1)の空欄 f，g に入れる字句については，問 4

の中では，比較的正答率が低かったといえるのではない

でしょうか。空欄 f，g に入れる字句については，空欄

の前後にある記述を基に考えれば，正解に至ると思われ

ます。例えば，空欄 g については，SPA パケットの最

後尾フィールドには HMAC が格納されていると記述さ

れています。このため，HMAC はどのような目的に使

用されているかを考えれば，SPA パケットの改ざんを検

知するので，「改ざん」という字句を入れることができ

ます。答案の中には「盗聴」などの答えも見られました

が，こうした基本的な問題は取りこぼしをしないことが

必要です。(2)，(3)の正答率は，比較的高かったと思い

ます。 

 

 午後試験の試験時間は 2 時間 30 分，4 問の中から 2

問を選択して解答します。このため，1 問当たり 75 分

を割り当てることができるので，時間的な余裕はあると

思われます。例えば，最初に選択する問題を 2 問に絞る

ことができれば，その 2 問に集中することができます。

おそらく，問題選択に当たって迷いが生じるのは，3 問

の中から 2 問を選択する場合ではないでしょうか。この

ような場合には，問題選択に当てる時間として，20 分

程度をあらかじめ見込んでおくこともよいかもしれま

せん。 

 いずれにしても，解答する問題を決めると，その後は

問題文を十分に読み込んでください。例えば，最初に読

む際に，空欄に入れる字句が分かれば，その字句を入れ

ておきましょう。一読した後，設問で問われていること

を確認します。設問で問われている意味をよく理解し，

その設問に関連する問題文を十分にチェックするよう

にしましょう。解答を導くための関係などを整理する際

には，頭の中だけで考えるのではなく，メモのような形

にして目に見えるようにして考えるとよいでしょう。そ

うすれば，条件の見落としなどが少なくなり，解答を作

成しやすくなるはずです。 

 しかし，こうした作業がスムーズに実施できるように

なるには，どうしてもセキュリティ関連の知識を十分に

もち合わせているかどうかがポイントといえます。この

ため，4 月 20 日に行われる本試験の実施日に向け，よ

り多くの知識を吸収するなどして，さらなるレベルアッ

プを図るようにしましょう。 

 試験当日において，問題に向き合ってみると，全く歯

が立たないなどの印象を受けることがありますが，十分

な実力を付けていれば，問題を丁寧に読んでいくことに

よって，解決の糸口を見つけられるはずです。そして，

自分自身の考えがまとまれば，的確で理解しやすい内容

の答案を作成するようにしましょう。たとえ，行き詰っ

たりしても，必ず合格するという強い気持ちをもって，

粘り強く取り組んでいくことを忘れないようにしまし

ょう。 

以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


